


4
モーターケーブルと電源ケーブルをコントロールボックスにセットし、コントロールボックスを

テーブルトップにスクリュＡで取付けます。コントローラーをスクリュＢで取付けます。

《横から見た図》

⑨ロゴシール

⑭スクリュＡ

※電源ケーブルコネクタ側が

　左側に向くように設置します。

④コントロールボックス

6
昇降フレームへフットフレームをボルトＢで取付けます。

フットフレームへアジャスターを取付けます。 7
デスクを起こしサポートフレームにロゴシールを貼り付けます。

⑮スクリュＢ
モーターケーブル、電源ケーブルをコントロールボックスに差し
込み裏面のガイド溝に通して設置してください。

⑤電源ケーブル

⑥モーターケーブル

ガイド溝

⑥モーターケーブル

⑦コントローラー

※コントローラー本体と

　カバーを共締めしてく

　ださい

5
コントロールボックスへコントローラーケーブルのコネクタを接続します。

モーターケーブルと昇降フレーム側のコネクタを接続します。

必要に応じてインシュロックで配線を固定します。

⑦コントローラーケーブル

⑩⑪インシュロック

⑤電源ケーブル

⑥モーターケーブル

余ったケーブルは②中間フレームの
中へ収めて下さい。

⑥モーターケーブル

昇降フレーム側

④コントロールボックス

⑧アジャスター

①フットフレーム

⑱昇降フレーム

フットフレームは取付部から
長い方が前側になります。

前

後

コントローラーは左右どちらでも
取付け可能です。

左

右

⑬ボルトＢ



8
コントローラーのレバーを押し下げ（２～３秒）、テーブルトップを最下部まで下げて左右の

フレームを同期させてください。

※この作業を行わないと上下昇降しない場合があります。

　動かない場合は再度長押しして下さい。

⑦コントローラー

※昇降中に昇降フレームに手を近づけると指を挟まれる恐れがありますので注意してください。

注意

注意

上昇

下降
⑦コントローラー

レバーを上下に押すことで昇降します。

コントローラーに表示されている数値の単位はｃｍです。
数値は高さの位置確認用としてご使用ください。
正確な高さ寸法の設定は、メジャー等を用いて合わせてください。

コントローラーに
表示されている
高さ

63

128～

63

◆コントローラーに高さ位置を記憶させる方法（最大４ヶ所）

　①デスクを記憶させる高さに動かす。

　②☆ボタンを短く押すとディスプレイに☆1～4が順番に

　　表示されるので記憶させる番号を選びます。

　③☆ボタンを2秒長押しするとLEDが白く点滅します。

　　点滅が連続点灯に変われば完了です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

☆ボタン

◆記憶させたデータを消す方法

　☆ボタンを8秒長押ししてください。

　LEDが赤く点灯しすべての高さ登録が消去されます。

◆リマインダー機能

　姿勢を変える時間間隔を設定できます。

　＜間隔の設定＞

　　ベルボタンを押すたびに以下の間隔で設定されます。

　　LEDの点灯数と間隔の対応は以下の通りです。

　　　　　　　　　　　　：55分（初期設定）

　　　　　　　　　　　　：50分

　　　　　　　　　　　　：45分

　　なし　　　　　　　　：オフ

　　※ベルボタンを8秒長押しすることで初期設定に戻せます。

　＜ステータス＞

　　LEDの点滅でデスクのステータスを知らせています。

　　緑点滅は設定時間内、オレンジ点滅は設定時間を越えたことを

　　示しています。

　　デスクの高さを変更すると緑点滅に変わります。

　※4時間操作されない場合LEDは自動で停止し、再び操作すると

　　緑点滅します。

LED

ベルボタン
Bluetoothボタン

ディスプレイ

コントローラーの使用方法1

！ 注意

◆記憶させた高さに変更する方法

　＜方法1＞

　通常の昇降と同じようにレバー操作し記憶した高さになると停止します。

　停止後も1秒以上操作し続けると動きます。　

　＜方法2＞

　レバーを素早く2回押すと自動で動きます。

　レバー操作した方向の最初の記憶位置で停止します。

　自動運転中もレバーをタップすることで停止します。

※手順②で番号を選ばずに手順③で記憶させると☆1,2の順番に

　記憶されます。☆1,2に記憶させた状態で新たに記憶させると

　☆1,2の高さが近い方が上書きされます。（☆1,2のみに記憶）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※自動運転を行う際は必ず周囲やデスク下に障害物が無いことを

　確認して下さい。

※自動運転中はデスクから離れないようにしてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




